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1 はじめに 

メコン河では海水の塩分が河川に浸入する塩水遡上という現象により、灌漑用水に塩水

が混じり、河川流量が減少する乾季において灌漑用水の取水が困難となっている。 

メコン河の塩水遡上は強混合タイプである。強混合河川において、塩水の動態を把握す

るために移流分散方程式を用いたシミュレーションが有効であるが、この移流分散方程式

に含まれる縦分散係数 DLは直接測定できず、一般に(1)式で計算できる。本研究では計算

式が複雑な縦分散係数を、近似式で表すことを目的とする。 
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ここで、ｙ：水路幅方向 B：川幅 Kｙ：水路幅方向の乱流拡散係数 h：水深 huq ×′′′=′′′ 、

u ′′′ ：断面平均流速からの流速のずれ 
 

2 研究の方法 

 メコン河の二大派川 TienGiang の MT 橋から下流域
を対象とする（図 1）。対象地域において 94 箇所で緯

度・経度・水深・流量を測定した。観測データから横

断面と流速分布を求め、プログラム計算で各断面の縦

分散係数と断面積、平均流速等を計算した。そして横

断面と流速分布の関係を調べ、流速 u と水深 h を関連
付けた。さらに各断面を図 2 のような川幅 B、最大水
深 H、断面特性値ｍの左右対称の断面に近似し（1）式
の近似式を導いた。ここでｍは断面の形状を決定する

値であり、R を径深とするとｍ＝R/(H-R)より求まる。

また図 2 において水深 h は   である。 

 

3 結果・考察 

① 断面形状と流速分布について 

 マニング式を元に（2）式のような関係があると仮定した。 
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ここで、q：単位幅流量 n：粗度係数 Sf：水面勾配  
（2）式で n と Sfを左辺に移項し、観測地域に幅を持たせ、左岸から 50 ｍおきに 5 つの横 
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図  1 メコンデルタ 

図  2 近似断面 



断面の水深 hと 0.5/ fSqn  を縦断方向に平均をとり対数化

しグラフにプロットした（図 3）。 

このグラフの近似曲線の傾きがβである。β＝ 1.668≒ 

5/3 より単位幅流量は水深の 5/3 乗に比例する事が分か

った。さらに u=q/h なる関係を用いると、流速 u は水

深 h の 2/3 乗に比例する事になる。 
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②  縦分散係数近似式について 
観測データから得た各横断面の B、H、断面特性値ｍ

を用いて、横断面を図 2 の形に近似し、流速分布に(3)

式の関係を用いると縦分散係数の近似式として(4)式を

得た。 
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ここで、V：断面平均流速 R：径深 ｂ＝B/2  
ｍ：断面特性値 

さらにα≒0.11 を得た。なお、このαを以下理論値αと

する。（4）式の精度を確かめるために Tieu川の VＫ、LH、
VＧ、XH、DT 橋（図 1）で 5 断面ずつ縦分散係数を近似
した（表 1）。なお表 1 は近似式により得られた DLを観

測データから計算した DLで割って 100 を乗じたもので

ある。表 1 から VG は他の地点と違い、あまり近似出来
ていないことが分かる。VG の横断面は長方形のような
形になっている（図 4）。(4)式は図 2 のような横断面を

仮定しているため VG のような横断面ではあまり近似出
来ないと考えられる。 

実測の横断面を図 2 の形に近似し、実測の流速分布を（3）

式の形で表した場合、理論値αとしてα≒0.11 を得たが、実

測の横断面と流速分布からも、Tieu 川の 5 地点でαを計算し

た（図5）。以下このαを実測値αとする。 

 実測値αは平均がα≒0.18 となったが理論値αに比べて散

らばりがある事が図5より分かる。図5でαの値が0.30 以上

の横断面は全てVGの横断面である。近似の精度を高めるため
にはαと断面形状の関係を調べ、断面形状によってαの値を変

化させる必要があると考えられる。 

 

4 結論 

縦断方向にｈと u の平均をとると、u はｈの 2/3 乗に比例している事が分かった。また

本研究の最大の目的である縦分散係数の近似式を導いた。断面形状により一部近似出来な

い場合があるが、表 1 よりこの近似式の精度は高い事が分かる。 

 

ＶＫ LH VG XH DT橋

① 158 152 21 100 176

② 118 114 25 110 183
③ 79 116 19 125 149
④ 85 70 33 114 76

⑤ 91 110 18 128 91

平均 106 112 23 115 135

（近似ＤＬ/実測ＤＬ）×100　　（単位：％）

表  1 近似式の精度  

図  4 VG の横断面 
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図  5 Tieu 川での実測値αと理
論値α  
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図  3 単位幅流量と水深の関係


